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New sight-seeing area in Soja city

槻大橋の奥に高滝山をのぞむ

大正末期の駅舎の特徴を残す美袋駅
（登録有形文化財）

高滝山山頂

男岩　岩山ルート
山の神やしろ跡　女岩　妙見ルート

八畳岩からの展望【玉島方面】
登山記念スタンプ
（八畳岩上の記帳箱内）

❷不動明王立像 八畳岩の麓

奇形岩石類

❸磨崖仏

❹かどまろうさま

❺役の行者像

初日の出（山頂岩山より）

太郎岩からの展望

蛇岩からの展望【遥照山・笠岡方面】

次郎岩からの展望【雄山・雌山・大山方面】

初夏の登山

【槻ルート】
　高滝山は標高 505.6m、総社市下倉と矢掛町上高末の境界に位置する岡
山県 100 名山の一つです。「槻ルート」には、下倉・槻地区を起点に６つの登山
ルートがあり、いずれも階段や橋など人工物の無い自然のままの道です。山頂に
は、日本古来の山岳信仰を物語る石仏像や大きな奇岩石があります。さらに、高
滝山由来の滝「やすらぎの滝」や「瀬戸の滝」もあり、現代人の心をいやしてくれ
る「パワースポット」の山でもあります。矢掛町羽無地区の「羽無ルート」にも接続
しています。

　高滝山一帯は豊かな自然環境を多く残しているところで、自生する多種多様
な植物や昆虫などを比較的容易に見ることができ、春は新緑やツツジ、秋は紅
葉、夏も木陰が多く、四季を通して小人から大人・老若男女のハイキングコース
としても楽しめます。

アクセス：JR 伯備線の美袋駅で下車。国道180号から高梁川に架かる
槻大橋を渡り、西方面に案内標識に従って進むと主登山口
「高滝山登山道・絵看板」（木野山ルート登山口）に出合う。

主登山口から約 100m先に駐車場３か所、簡易トイレ２か所あり。

ルート：①木野山ルート （絵看板の坂道→水道施設→木野山神社を起点）
　　　　②妙見ルート （駐車場→妙見宮／能勢神社を起点）
　　　　③槻本谷ルート （駐車場→槻谷川沿い林道上流約２㎞に登山口。途

中、やすらぎの滝あり）
　　　　④岩山ルート （山頂３角点から峰続きで各ルートと接続する共

通ルート。史跡、巨岩上からの眺望が楽しめる）
　　　　⑤松尾ルート （西松尾・最終処分場ゲート前を起点、主登山口駐

車場へは遠距離ゆえ徒歩困難。配車準備要！）
　　　　⑥足谷ルート （駐車場→大倉砂防ダム・林道→足谷川に沿って

弁当乢に至る。途中、瀬戸滝や沢歩き箇所あり）

200m0

高滝山を愛する会 （0866）99-1184
　　総社市シルバー人材センター （0866）93-9110公　　益
社団法人

Mt.TAKATAKI
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美袋駅より
木野山ルート登山口：約2.1km
松尾ルート登山口：約4.4km
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槻谷川古生代地層域には岡山県内でも絶滅危惧種の希少な
植物も生育しています。

自然観察ー槻地区ー周辺の植物

伝説のふるさとを訪ねる
◆
高
滝
山
（
た
か
た
き
や
ま
：
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
の
霊
場
）

　山
頂
に
は
修
験
道
の
開
祖
、
役
小
角（
え
ん
の
お
ず
ぬ
＝
山
上
様
）、
役
行
者（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）

が
祀
ら
れ
、八
畳
岩
に
は
磨
崖
仏（
ま
が
い
ぶ
つ
）が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、不
動
明
王（
ふ
ど
う
み
ょ

う
お
う
）も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
坦
な
広
場
に
は
石
組
み
が
み
ら
れ
、
お
こ
も
り
堂
の
跡
で
す
。

　石
仏
像
は
全
て
矢
掛
町
羽
無（
は
な
し
）地
区
の
金
毘
羅
天（
こ
ん
ぴ
ら
て
ん
）や
吉
祥
寺（
き
ち
じ
ょ

う
じ
）
方
面
を
向
い
て
い
ま
す
。
金
毘
羅
天
は
吉
祥
寺
の
鎮
守（
ち
ん
じ
ゅ
）で
す
。

　矢
掛
町
羽
無
に
は
矢
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
吉
備
津
様
が
矢
を
射
ら
れ
た
ら
、
こ
こ
に
飛
ん

で
き
て
木
の
枝
に
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
に
吉
備
津
神
社
を
祀
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
矢
に
は

羽
が
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
羽
無
と
い
い
出
し
た
。
そ
の
矢
が
今
で
も
ご
神
体
で
あ
る
と
い
う
。

　登
山
ル
ー
ト
は
、
修
験
行
者
の
か
よ
っ
た
道
で
あ
り
金
毘
羅
参
道
だ
っ
た
道
を
復
旧
整
備
し
た
も
の

で
す
。

◆
槻
（
つ
き
：
総
社
市
下
倉
）

　槻
は
、
古
名

　欅（
け
や
き
）と
も
い
い
、
昔
、
欅
の
大
木
が
あ
っ
た
の
で
「
槻
」
と
いっ
た
そ
う
で
す
。

地
区
に
は
、
古
生
代
の
地
層
で
沢
山
の
植
物
が
生
育
し
、
明
治
初
年
代
の
鉱
山
跡
も
あ
り
、
絶
滅
危

惧
種
の
県
内
で
も
希
少
な
植
物
も
あ
り
ま
す
。

　槻
谷
川
に
は
、
彼
岸

花
の
群
生
や
ホ
タ
ル
の
里

が
あ
り
ま
す
。
高
梁
川

に
架
か
る
槻
大
橋
は
、

平
成
十
六
年
三
月
に
開

通
。
高
滝
山
を
背
に
し

た
槻
地
区
の
象
徴
的
風

景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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シルバー人材センター企画提案方式事業（新観光地開発）
妙見宮 吉祥寺金毘羅宮

瀬戸滝


